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社会背景
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本研究のゲーミフィケーション・アプローチ：
事故製品の遊具化（特徴写像）によるゲーミフィケーション
を通じた行動モデリング手法

• 子どもの死亡原因の第２位が不慮
の事故。転倒・転落が事故原因の
第１位

• 身の回りの製品を「遊具化」するこ
とで事故が発生

• 本研究では、これを逆手にとって、
遊具を活用して事故を理解するア
プローチを提案

喫緊の社会課題

③データ駆動型の
よじ登り行動予測技術

サステナブルな社会構築のた
めの健全な成育が可能な
環境デザインを支援

子どもの主要な死因(第２位(*1))
・転倒・転落事故(第１位(*2))

*1: 厚労省・人口動態統計
*2：東京消防庁の統計

②遊具（遊び・ゲーム）を通じた
大量データ取得

当グループの基本技術
• 画像(RGBD)を用いた頑健な行
動認識技術

• データ駆動型行動予測技術

①転落誘発物体の３次元形状特徴
の安全確保型遊具化（ゲーム化）

デザイン支援・モニタリング支援
の提供による課題解決

柵・椅子・窓な
どのよじ登り特
徴が写像された
遊具

技術課題
①情報面（因果モデルの開発困難性）
②倫理面（事故製品を使用した

実験困難性）
③金銭面（謝金よる大量データ

取得困難性）

研究結果

2.環境との接触
場所を抽出

1. RGB-Dカメラを用いて
データの分析

姿勢データ

点群データ
2.比較及び姿勢予測

1.新規形状点群入力

Data 
base

行動データベース作成 姿勢予測

3.接触点の形状情報を
特徴化

4.接触時の姿勢を
    特徴化

データの取得

• 幼稚園で幼児60人
（3歳～5歳）のよじ
登りの様子を撮影
（緑園なえば保育園協力）
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形状情報

形状情報

姿勢

姿勢

這い上がる姿勢

丸棒柵

片足を上げてよじ登る姿勢

研究結果の普及・実用化

行動予測の例

• 家の形状データに基づく行動予
測・危険情報の提示機能

• 子ども安全管理士等における
専門家支援ツール
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